
す
か
が
わ
大
人
塾 

〈
和
ご
と
〉
を
学
び
、 

日
常
を
愉
し
む
お
と
な 

の
た
め
の
教
室
で
す
。 

十
二
月
四
日
・
十
八
日 

講
師 

 

佐
久
間
宗
初
先
生 

 

西
間
木
宗
記
先
生 

参
加
者 

十
名 

 

ま
ず
は
座
り
方
、
お
辞
儀
の
仕
方
、
襖
の

開
け
閉
め
や
ふ
く
さ
の
扱
い
方
な
ど
か

ら
、
お
点
前
の
流
れ
を
習
い
ま
し
た
。 

お
互
い
尊
重
し
あ
い
、
思
い
や
り
な
が
ら 

非
日
常
の
空
間
で
日
本
の
伝
統
文
化
に 

触
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

   

 

 

 

 

  

岩瀬書芸連盟 

絵てがみ あやめ会 

桔槹吟社 

須賀川川柳会 

須賀川美術協会 

須賀川高校 

清陵情報高校 

須賀川桐陽高校 

       （五十音順） 

＊展示をご希望の際には 

当館へお問い合わせ下さい

い。 

館
内
の
紹
介 

 

各
種
文
化
団
体
や
学
生
、
子
供
た 

ち
の
作
品
を
紹
介
し
、
新
し
い
知 

識
や
価
値
に
出
会
い
、
学
ぶ
た
め 

の
ホ
ワ
イ
エ
的
な
空
間
で
す
。 

かわら版 

    第２号 

令和３年 1 月号 

す
か
が
わ
大
人
塾   

月 

ご協力団体と高等学校 

 

風
流
の
俳
句
教
室 

は
じ
め
て
の
茶
道 

第
一
回 

第
二
回 

和
文
化
の
関
連
書
を 

数
多
く
揃
え
て
い
ま
す
。 

●
暮
ら
す 

（
和
雑
貨
・
和
の
イ
ン
テ
リ
ア
。
和
食
） 

●
知
る
学
ぶ 

（
俳
句
関
連
本
・
江
戸
の
暮
ら
し
・
知
恵
） 

●
楽
し
む 

（
茶
道
・
華
道
・
書
道
・
江
戸
の
美
術
・ 

落
語
）
絵
本 

・ 

 
 

 

 

オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 

開
催
予
定 

第
三
回 

【
声
と
こ
こ
ろ
を 

鍛
え
る
音
読
入
門
】 

 

十
一
月
十
二
日
・
二
十
六
日 

十
二
月 

十
日 

（
全
三
回
） 

講
師 

 

江
藤
文
子
先
生
（
桔
槹
吟
社
同
人
） 

参
加
者 

十
五
名 

 

俳
句
を
鑑
賞
し
、
五
七
五
の
リ
ズ
ム
を
整
え

る
話
や
季
語
と
そ
の
も
つ
意
味
な
ど
俳
句

の
い
ろ
は
を
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
学

び
ま
し
た
。
季
節
を
感
じ
、
表
現
す
る
の
は
、

日
常
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
こ
と
と 

気
づ
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

四季折々に(1 か月毎～)作品

を入替え、紹介しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

  

 

  

   

 =

七
十
二
候=

 

鶏
に
わ
と
り

始
は
じ

め
て
乳

に
ゅ
う

す 
一
月
三
十
日
か
ら 

二
月
三
日
ま
で 

 

春
の
訪
れ
を
感
じ
た
鶏
が 

卵
を
産
み
は
じ
め
る
頃
で
す
。 

 
 

 
 

収
蔵
品
の
紹
介 

 

色
紙 

 
 

 

掌
の
傷
も
暮
し
の
仲
間
雪
蒼
し 

兜
太 

金
子

か

ね

こ 

兜
と
う

太 た 
 

(

一
九
一
九
～
二
〇
一
八) 

埼
玉
県
生
ま
れ 

俳
句
界
に
新
風
を
吹
き
込

ん
だ
戦
後
を
代
表
す
る
俳
人
。
旧
制
水
戸
高

校
時
代
に
作
句
を
始
め
、
「
寒 か

ん

雷 ら
い

」
主
宰
の

加
藤
楸
邨

か
と
う
し
ゅ
う
そ
ん

に
師
事
。「
海
程
」
を
創
刊
主
宰
。 

 

〈
翠
ケ
丘
公
園 

五
老
山
句
碑
〉 

火
の
柱
の
火
の
壁
の
松
明
あ
か
し 

夢
寐
照
ら
す
巨
大
劫
火
の
祭
か
な 

一
年
で
も
っ
と
も 

冷
え
こ
む
時
期
で
す
。 

だ
ん
だ
ん
と
日
は
伸
び
て
、 

春
遠
か
ら
じ
。 

不
安
と
緊
張
の
日
々
の
中
、 

春
の
訪
れ
が
待
ち
遠
し
く 

 

感
じ
ま
す
。 

 

十
日
戎

え
び
す 

商
売
繁
盛
の
神
様
で
あ
る 

「
恵
比
須
神
」
の
お
祭
り
で 

縁
起
も
の
の
笹
を
も
と
め
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。 

 
 

 
 

だんごさし 

団子や鯛、米俵、大黒様や恵

比寿様、大判小判などをミズ 

キなどの枝にさして飾り、一

年の農作物の実りや幸せを 

願う小正月の行事です。 

睦
月

む

つ

き 
 

陰
暦
１
月
の
古
称
で
す
。 

仲
睦
ま
じ
い
月
。
諸
説
あ
り

ま
す
が
、
正
月
に
家
族
で
和

や
か
な
時
間
を
過
ご
し
、
む

つ
み
あ
う
こ
と
が
由
来 

と
い
い
ま
す
。 

１
月 

言
の
葉 

風
流
の
は
じ
め
館
か
わ
ら
版 

第
２
号 

 
 

 

編
集
・
発
行
／
須
賀
川
市
風
流
の
は
じ
め
館 

 

〒
９
６
２
―
０
８
３
２ 

福
島
県
須
賀
川
市
本
町
８
１
番
地
４ 

電
話
０
２
４
８(

７
２)

１
２
１
２ 

 

俳
句
ポ
ス
ト 

投
句
募
集 

募
集
期
間 

通
年 

 
 

選 

句 

会 

年
２
回(

８
月 

２
月) 

 
 

部 
 
 

門 

一
般
の
部
・
子
ど
も
の
部 

学
校
の
部 

 
 

各 
 
 

賞  

牡
丹
賞
・
赤
松
賞
・ 

翡
翠
賞
・
等
躬
賞 

 
 

グ
ッ
ズ
の
紹
介 

小
正
月
行
事
「
だ
ん
ご
さ
し
」 

す
か
が
わ
昔
話
の
会
の
ご
協
力
に
よ

り
、
南
瓜
、
よ
も
ぎ
、
ビ
ー
ツ
で
色
づ
け

た
団
子
を
丸
め
て
、
季
節
の
和
文
化
に

親
し
み
ま
し
た
。 

季
節
を
楽
し
む
４
色
を
ベ
ー

ス
に
俳
句
の
情
景
が
浮
か
ぶ

よ
う
な
シ
ー
ン
の
イ
ラ
ス
ト

で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。 

施
設
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
モ
チ
ー

フ
に
４
色
の
シ
ン
プ
ル
な
マ
ス

キ
ン
グ
テ
ー
プ 

＊マスキングテープ  

各色 ２５０円 

＊手ぬぐい  

各色 ８５０円 


